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第 29 回目のテーマは“ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品”について、前回の続きです。 

 

前回はジェネリック医薬品の特徴などを紹介しました。今回は、実際に処方してもらう時の

ことを考えてみましょう。 

 

 ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品を選ぶときは？を選ぶときは？を選ぶときは？を選ぶときは？    

新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）にはそれぞれ利点と欠点があります。 

ご自身で選ぶことができる場合、どちらを選ぶかよくお考えください。 

●●●●新薬（先発医薬品）新薬（先発医薬品）新薬（先発医薬品）新薬（先発医薬品）    

  ●開発してからの期間が長いため、薬に関する情報量が多い 

  ●医師の使用経験が多いため使用しやすい 

  ●値段が高い                                     など 

●●●●ジェネリック医薬品（後発医薬品）ジェネリック医薬品（後発医薬品）ジェネリック医薬品（後発医薬品）ジェネリック医薬品（後発医薬品）    

  ●情報量が少ない 

  ●薬の成分は同じだが、作り方や添加物などが違う場合もある 

  ●値段が安い 

  ●のみやすさなど工夫されているものもある            など 

 

 ジェネリック医薬品をもらうには？ジェネリック医薬品をもらうには？ジェネリック医薬品をもらうには？ジェネリック医薬品をもらうには？    

患者様ご自身でジェネリック医薬品を選ぶことができる場合があります。 

※病院内の薬局では採⽤品以外への変更ができないためご希望に添えない場合があります。 

●医師に相談する 

 

 

●調剤薬局で薬剤師に相談する 
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（1）新薬と同じ剤型・含量のジェネリック医薬品への変更 

 

※処方せんのお薬の名前は、一般名（成分名）で記載される場合があります。 

※すべてのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありません。 

※保険薬局がジェネリック医薬品を取り扱っていない場合は、手に入らないことがあります。 

（2）新薬と違う剤形や含量のジェネリック医薬品への変更 

 
 

●ジェネリック医薬品を服⽤していて気になったことは、医師や薬剤師に相談しましょう。 

●お薬は患者様ご自身でも選べる時代になりました。 

ご自身のためのお薬だからこそ、納得のいくお薬選びを！ 

 

気になることや不明な点はお気軽に薬剤師にお問い合わせください。 

             

次回は、20１3 年 12 月発行予定です。 


